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Abstract

Inthisstudy,coal-biomassbriquette(BB)thatisproduced丘omthemiXtureofChineselowgraderaw

coals,biomassandsulfur-fixationagentunderhighpressure,whichcaneffectivelyreduceSO2andparticulate

matters,Inthiscase,Insteadoftherawcoal,WedevelopedBBwithutilizationofwastecoal,whichtypically

discardedduringcoalmining,cleaningandpreparationprocesses･ThisstudysuggestedthatBBproducedfrom

wastecoalisavailableontheirbumingcharacteristics,whichcanleadtoreduceproductioncostsofBB.

Fu血ermore,wewillestimatetheBBtechnologysystemeconomicauy.
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1. 日的

近年中国などの発展途上国では､経済の急成長に

伴い､エネルギー消費量が増大しつつある｡それら

国々の一次エネルギーの大部分を占める石炭の多

くは硫黄分､灰分割合が高く､発熱量が低い低品位

石炭である｡そのため､石炭燃焼時に大量のS02な

どの酸性物質や煤塵が発生するため､大気汚染や酸

性雨､また人体への健康影響等が深刻化している｡

こうした問題の解決策として､石炭に硫黄固定剤

として消石灰､バインダーとして農林業廃棄物であ

るバイオマスを混合し､圧縮成型して固形燃料とし

た石炭のバイオブリケット(以下BB)化技術が注目

されている｡このBBは石炭と比較して､S02や煤塵

の高い排出抑制効果を有することが確認されてい
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る【1]｡しかし､このBB化技術を現地に広範囲普及

させていくためには､さらなる低コスト化が求めら

れており､これまで使用されていなかった廃棄石炭

の利用が期待されている｡

そこで本研究では､廃棄石炭の利用によるBB化技

術低コスト化を目指し､これらを利用した新規BB

を開発し､その燃焼特性及び民生用燃料としての有

用性を検討することを目的としている｡

2. 実験

2.1 試料の基礎調査

実験に用いた試料は､廃棄石炭 (南桐炭)､バ

イオマス (麦藁)であり､それぞれ乾燥 ･粉砕し

て用いた｡基礎調査は､JIS-M8812に基づいて行

われた｡

2.2 BBの作成

廃棄石炭､バイオマス､硫黄固定剤の混合割合

をTablelに示す｡BBには硫黄固定剤としてそれ
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ぞれ ca(oH)2を石炭中の硫黄分に対して Ca/S-2

(当墓比)となるように添加した｡廃棄石炭のみ

の CB､バイオマスのみのBM､及び混合したBB

はそれぞれハイプレッシャージャッキ (∫-15､

Iuchi)で圧縮成型 (4tcm~2)させた｡また､その

BB が輸送に耐えうる強度を有しているか､一軸

圧縮試験機により耐圧強度測定を行った｡

Table1.CompositionofCB,BM,BB
Sample Wastecoal(g)Wh eatstraw(g)Ca(OH)2(g)
CB I.00
BM 1.00
BB 0.59 0.20 0.21

2.3 燃焼実験

試料はあらかじめ600℃に加熱した管状電気

炉内に挿入し､1時間燃焼させた｡燃焼排ガスは､

希釈部でN2ガスにより希釈･冷却し､so2計､co ･

co2計に導入し､それぞれの濃度を測定した｡ま

た､フィルター等に捕集した粒子状物質を吸収液

(2.7mM Na2CO3/0.3mM NaHCO3)により超音

波抽出し､抽出液中のSO32･､SO42･をイオンクロマ

トグラフ (DX･100､Dionex)にて分析した｡

3.結果及び考察

3.1 ブリケット特性

廃棄石炭､バイオマスの基礎調査結果をTable2

に示す｡BB の発熱量､耐圧強度はそれぞれ約

2,300kca比g､90kgであり､発熱量に関してのみ

民生用燃料としての条件(>4,000kca比g､>40

kg) を満たしていなかった｡しかし､従来のBB

原料である低品位石炭(約 5,000kcaUkg)との混合

を考えた場合､この発熱量不足は問題とならない｡

Tabkt2.Propertiesoftestedwastecoalandbiomass
Proximateanalysis Calori丘cvalue

Sample (wt.%,drybase) O(calA唱,
Ash VM事l FCT2 drybase)

Wastecoal 70.5 13.0 16.1 2,400
Wh eatstraw 8.3 73.1 18.6 4.600
*lVolatileMatter*2FixedCarbon

3.2 燃焼特性

cB.BM､BB 燃焼時における硫黄酸化物排出

量のS換算値をFig.1に示す｡BB燃焼時の硫黄

酸化物排出量は cB 燃焼時よりも減少していた｡

また､硫黄酸化物排出量より計算したBBの硫黄

固定率は､94%であり､廃棄石炭の燃焼排出硫黄

に対しても､効率良く固定できることが確認され

た｡また､cB､BM､BB燃焼時におけるCO､CO2

排出量をFig.2に示す｡BBにおいて､CO排出量

は､cB よりも減少し､一方で CO2排出量は cB

よりも増加していることが確認され､燃料中の炭

素が有効に酸化されていることが示された｡この

理由として､高燃焼性のバイオマス添加により完

全燃焼が促進されたためと考えられる｡
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以上より､廃棄石炭 ･バイオマスからのBB化

による燃料のクリーン化､及び燃料としての利用

可能性が確認され､低コス ト化の可能性が示唆さ

れた｡今後､廃棄石炭利用BBの経済的評価を含

めてBB技術の適正化を行っていきたい｡
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